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「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」実行委員会
毛塚香恵子
酷暑と新型コロナ感染拡大により、例年以上に厳しい状況が続いた夏が終わり、足早に秋が通り過ぎようとしています。
子ども食堂を運営される皆さんにおかれましても、子どもたちに提供するお食事の安全確保と感染予防に、ご苦労されていることと存じます。

　　私たち「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」実行委員会は昨年11月に、家族のケアを担う子どもたち（ヤングケアラー）、若者たち（若者ケアラー）の問題を取り上げた勉強会「ケアを担う若者たちの声を聴こう！」を開催しました。　
家族の中にケアを必要とする人がいた場合、多かれ少なかれ家族にケア負担が発生します。　
家族の単位が小さくなり、共稼ぎやひとり親の家庭も増える中、子どもや未成年の若者たちがケアの担い手となることがあります。　このような子どもや若者はケアを経験することで多くのことを学びます。　しかし担っている役割や責任が年齢に不釣り合いだったり、長期間に及んだ場合など、心身の発達や学校生活、将来に大きな影響を受けることがあります。　勉強会では、このような子どもや若者の問題を共有し、ケアを担う子どもや若者が必要としている支援を考えていくために、実態調査を行うことにしました。　今回お渡しする報告書は、その調査結果をまとめたものです。　
　　虐待、いじめ、貧困、格差・・・そして家族のケア。　子どもや若者を取り巻く状況は、ますます深刻なものになっています。　ケアを担う子どもや若者の問題も家庭の中に存在し、外からは見えにくいものです。　様々な形で子どもや若者に関わる者が、この問題を認識し、ケアラーを発見し支援につなげることが重要だと考えています。　その意味で、子ども食堂を通じ子どもたちへの支援を続けていらっしゃる皆さまにも、是非今回の報告書の内容に関心を持っていただけたらと思っています。　
よろしくお願いします。
まだまだ不安な状況は続きそうです。　皆さま、くれぐれもお気を付けください。
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